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－ 医 師 と 運 動 最 前 線 の 立 場 か ら

現状と歴史を知る
沖縄をめぐる

石川県保険医協会 第45 回総会記念 市民公開講演会

3/24 〔日〕 10:00～12:00

ホテル金沢 ２階 ダイヤモンド金沢市堀川新町１－１

＊仲里 尚実 さん( 沖縄県保険医協会会長 医師 )

テーマ：沖縄をめぐる課題・歴史について、医師の立場から

＊瀬長 和男 さん( 沖縄民医連事務局員 )

テーマ：辺野古移設をめぐる運動の経緯や現状・展望について、運動最前線の立場から

参加申込み

【ＦＡＸ】

０７６－２３１－５１５６

主催 ／ 石川県保険医協会

電話 ０７６－２２２－５３７３

Ｅメール ishikawa-hok@doc-net.or.jp

講
師

▽申し込み方法

以下の必要事項をご記入の上、ＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。

どなたでもご参加いただけます。参加費は無料です。

参加申込締切は 3/18〔月〕です。また、定員（100 人）に達し次第締め切る場合があります。

本土に住む私たちは、沖縄の基地問題を他人(ひと)ごとのように考えてしまってはいないだろうか。第２次世界大

戦では日本国の捨て石とされ、戦後はアメリカの統治下に置かれた。１９７２年の返還後も、日米安保条約の下、

その狭い島（日本の 0.6％）が広大な米軍基地に占拠されている（日本にある米軍基地の 70％）。米兵による暴行

事件は後を絶たず、米軍機の落下も多く、人々は安心して暮らせる環境にはない。

石川県保険医協会では、2017 年 11 月に有志で辺野古見学ツアーを行った。その時にお会いしたのが、今回の

講演会でお呼びする仲里尚実先生と、辺野古基地建設反対運動を粘り強く続ける瀬長和男さんである。

政府は「危険な普天間基地をなくすためには辺野古移設しかない」と主張するが、本当であろうか？それを許せ

ないと考えている人たちの意見も、この機会にぜひ聞いていただきたい。


